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第１６章 教育委員会 

 

第１節 教育総務課 

 

   〔総括概要〕 

 

    教育文化都市として一層の飛躍を目指し、「開かれた教育委員会」、「安心安全

な施設・設備づくり」に力点を置き、各種事業の推進を図った。  

    教育委員の活動としては、教育委員会を教育施設である地区公民館を中心に巡回

しながら開催し、教育に関する協議を行った。各種研修会等にも積極的に参加した。  

市立学校の管理運営については、公平かつ良好な教育環境を整備するため、施設

の維持管理並びに各種教材備品等の充実を推進すると同時に、子どもたちが高度情

報通信ネットワークに主体的に対応できる能力を育成するため、教育用コンピュー

タとその利用環境の整備を推進した。また、学校勤務の市職員の資質向上を図るた

め、図書館事務担当者に研修会を実施した。  

学校の施設整備については、大地震などによる学校施設の倒壊被害を未然に防止

し、児童・生徒をはじめとする施設利用者の安全と災害発生時の避難場所を確保す

るため、部屋小 3階建校舎ほか2校の耐震補強工事を実施し、大平中学校屋内運動場

の耐震補強設計業務委託を実施した。また、耐震強度が低く老朽化の激しい建物に

ついては改築を予定し、大平南小校舎、家中小屋内運動場の工事を着手し、大平中

学校校舎については、基本及び実施設計業務委託を実施した。  

安全で快適かつ良好な教育環境の整備のために、中学校では、 12校の中学校の普

通教室等にエアコンを設置した。小学校では皆川城東小ほか 2校でトイレの洋式化工

事を実施した。その他、給排水設備、照明器具など学校施設の改修・修繕及び施設

の保守点検などを各校において実施した。  

寺尾小では、寺尾中央小と寺尾南小の統合小としての改築工事に引き続き、狭小

な校庭の改善のため、拡張及び整備工事を実施した。  

  学校適正配置については、平成25年度に実施した市内中学校区ごとの意見交換会

の課題を整理するため、栃木市小中学校適正配置に関する懇談会を開催した。さら

に、平成27年2月に栃木市立小中学校学区審議会を設置し、教育委員会から市内小中

学校の学校適正配置についての具体的な内容や方法等の諮問がなされた。  

  また、小規模校の教育活動活性化のため、小規模特認校制度を推進しており、大

宮南小、国府南小、真名子小に加え平成 27年4月には小野寺北小においても児童の受

入れを開始できるよう推進委員会を設置した。 

 

 教育総務担当   

 

１ 規則等の制定、改廃件数    24件 

 

２ 教育委員会の開催状況  
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開催日 
定例会    

臨時会    
の別  

付議件数（件） 
開催場所 

議案 協議 報告等 

4月21日(月)  定 例 会  8 5 1   吹上公民館 

5月19日(月)  定 例 会   11 1 1   市役所 

6月 9日(月)  定 例 会 3 4 4   市役所 

7月25日(金)  定 例 会  6 2 - 吹上公民館  

8月25日(月)  定 例 会 1 2 4 
岩舟健康福祉  

センター 

9月29日(月)  定 例 会   3 2 -   真名子夢ホール  

10月27日(月)  定 例 会 2 - -   吹上公民館 

11月 7日(金) 臨 時 会 2 - - 市役所 

11月21日(金) 定 例 会 6 3 1 都賀図書館 

12月15日(月) 定 例 会 5 2 - 
大平健康福祉  

センター 

1月19日(月) 定 例 会 4 6 - 藤岡遊水池会館  

2月23日(月)  定 例 会 11 3 - 市役所  

2月26日(木)  臨 時 会 1 - - 市役所 

3月23日(月)  定 例 会 8 2 1 市役所 

 

３ 教育委員の構成 

職名 氏名 性別 
就任年月日 備考  

任期満了  

委員長 後 藤 正 人 男 
平成22年5月19日 

平成30年5月18日 

平成 22 年 5 月 19 日 

委員長に就任  

委員長職務代理者 筑比地  幸  子 女 
平成22年5月19日 

平成28年5月18日 

平成 22 年 5 月 19 日 

職務代理者に就任  

委員 福 島 鉄 典 男 
平成22年5月19日 

平成29年5月18日 
 

〃 若 林 由美子 女 
平成22年5月19日 

平成27年5月18日 

 

〃 荒  川   律 男 
平成23年11月25日 

平成27年11月24日 

 

〃 林   慶 仁 男 
平成26年5月19日 

平成29年5月18日 

 

〃 

(教育長) 
赤 堀 明 弘 男 

平成22年5月19日 

平成30年5月18日 

 

 

４ 小・中学校図書館事務担当者研修の実施状況  
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実施日 研修内容 参加者(人) 

4月22日(火) 総会並びに研修会  

120  

（延べ人数） 

6月10日(火) 栃木図書館の取り組み学習及び情報交換  

7月22日(火) 
図書館ボランティア「朗読ボランティアはな

みずき」講習  

10月16日(木) 寺尾小学校の取り組み学習及び情報交換  

1月27日(火) マニュアル作成、次年度研修計画  

 

５ 小・中学校への教育用コンピュータの整備と活用の推進  

(1)  教育用コンピュータの整備  

情報教育の推進を図るため、リース方式により、順次計画的に教育用コンピュータ

を導入した。 

リプレース校                             (単位：台) 

岩舟小学校 74 静和小学校 65 小野寺南小学校  40 

小野寺北小学校 26 栃木西中学校 63 吹上中学校 60 

栃木東中学校 62     

 

６ 栃木市奨学金の貸付 

  経済的理由により修学困難な高等学校、専修学校高等課程・専門課程、短期大学、大

学に入学希望者及び在学者に対し、栃木市より奨学金の貸付を行った。  

 (1)  奨学金月額  

区  分 月額（円） 

高等学校・専修学校高等課程  12,000 

専修学校専門課程 

短期大学 

大 学 

自宅通学 25,000 

自宅外通学 30,000 

 (2) 奨学金の貸付状況              

(単位：人) 

 1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 6 学年 合計 

高等学校 1 3 -    4 

短期大学 - -     - 

大学 6 5 7 2  1 21 

専門学校 3 1 -    4 

 (3)  平成26年度末栃木市奨学基金の状況 (単位：円) 
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基金額 123,708,643 

貸付金額 69,588,875 

現金額 54,119,768 

 

７ 叙位・叙勲の申請・伝達等  

  教育職員に関する叙位叙勲の申請、伝達等を行った。  

  ・叙位 8件 ・叙勲 8件 

 

８ 学校施設の整備状況 

  小中学校各校耐震補強工事費    3棟    93,366,000円 

小中学校各校施設整備工事費       146件  1,149,207,215円 

  小中学校各校維持補修費     371件   42,186,589円 

  小中学校設備保守点検等委託料     173件   61,641,887円 

 (1) 主な工事 

業務 

名称 

対象 

施設 
学校名 工 事 概 要  工事費(円) 

校
舎
改
築
工
事 

校
舎 

大 平 南 小  

・校舎等改築及び改修工事  55,998,000 

・建築工事 

RC 造 3 階建 延べ 5,497.71 ㎡ 

校舎、渡り廊下、外構工事  

1,500,120,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・電気設備工事 

電灯設備、動力設備、受変電設備  その他 

247,287,600 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・機械設備工事 

冷暖房設備、自動制御設備、換気設備  その他 

219,240,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・給排水設備改修工事  8,283,600 

屋
内
運
動
場
改
築
工
事 

屋
内
運
動
場 

家 中 小 

・屋内運動場解体及び改修工事  20,930,400 

・建築工事 

S 造平屋建 延べ 893.20 ㎡ 

屋内運動場、渡り廊下、駐車場  

260,280,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・電気設備工事 

電灯設備、動力設備、構内情報通信網設備 そ

の他 

28,242,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・機械設備工事 

給排水設備、消火設備 その他 

12,744,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・浄化槽改修工事 16,005,600 
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・受変電設備改修工事  

受変電設備改修、高圧受電盤交換  その他 
40,964,400 

校
舎
建
設
に
伴
う 

外
構
工
事 

外
構 

寺 尾 小 

・校庭拡張及び校庭整備工事  

校庭拡張、ブロック積 その他 
48,600,000 

・正門整備工事 3,240,000 

・昇降口前舗装工事 2,808,000 

・校舎北側舗装工事 2,592,000 

耐
震
補
強
工
事 

校 

舎 

部 屋 小 

RC 造 3 階建 延べ 1,749 ㎡ 

鉄骨ブレース M 型 8 箇所 

昇降口袖壁補強 その他改修 

63,147,600 

藤 岡 第 二 中  

RC 造 3 階建 延べ 2,765.24 ㎡ 

鉄骨ブレース M 型 2 箇所、 

RC 壁増設 1 箇所 

18,576,000 

屋
内
運
動
場 

寺 尾 小 

屋内運動場 1 棟 延べ 500 ㎡ 

ブレース補強 2 箇所、地中梁補強 2 箇所 

ステージ下収納改修、外部塗装改修 その他 

10,983,600 

小
学
校
ト
イ
レ 

改
修
工
事 

校
舎 

栃 木 第 四 小  

南 小 

皆 川 城 東 小  

トイレ改修工事 

洋式トイレ設置、小便器改修、トイレブース

改修 その他 

56,343,600 

中
学
校
空
調 

設
備
設
置
工
事 

校
舎 

栃 木 東 中  

そ の 他 1 1校 

中学校空調設備設置工事 

機械設備工事、電気設備工事  
428,868,000 

施
設
整
備
工
事 

 岩 舟 小  プール改修工事 15,562,800 

 岩 舟 中  校庭フェンス改修工事  5,022,000 

 栃 木 東 中 屋内運動場床改修工事  33,162,800 

 吹 上 中 屋内運動場床改修工事  30,593,160 

 大 宮 南 小 消防設備改修工事 4,644,000 

 国 府 北 小 
消防設備改修工事 

電話設備リニューアル工事  
4,582,440 

(2) 主な業務委託(学校施設整備関係 ) 

業務 

名称 

対象 

施設 
学校名 工 事 概 要  委託費(円) 

校
舎
改
築
等 

監
理
業
務
委
託 

校

舎 

大 平 南 小  
校舎改築等工事監理業務委託  

30,672,000 

（平成 26・27 年度

継続事業） 

校舎解体・改修工事監理 982,800 
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屋
内
運
動
場 

監
理
業
務
委
託 

屋
内
運
動
場 

家 中 小 

屋内運動場改築工事監理業務委託  

4,600,800 

（平成26・27年度 

継続事業） 

受変電設備及び浄化槽改修及び屋内運動場解

体工事監理業務委託 
1,263,600 

整
備
実
施
設
計 

業
務
委
託 

校
舎 

大 平 中 

校舎棟等改築実施設計業務  

校舎棟 RC 造一部 SRC 造 

及び S 造 延べ 6,100 ㎡ 

屋外便所、倉庫、渡り廊下 その他 

校舎棟等解体実施設計業務  

教室棟 RC 造 3 階建 延べ 3,745 ㎡ 

管理棟 RC 造 2 階建 延べ 1,599 ㎡ 

技術棟 S 造 1 階建 延べ 454 ㎡ その他 

64,778,400 

そ
の
他 

東 陽 中 
敷地拡張用地測量業務     一式 

敷地拡張用地地形測量業務  一式 
7,128,000 

 (3) 主な学校施設管理業務とその概要  

業 務 名 概  要 

  自家用電気工作物保守管理（※）  
高圧受変電設備(キュービクル )および電気設備

の保守管理業務委託  

  校舎警備（※） 夜間休日の校舎警備委託 

  消防設備保守点検（※）  
自動火災報知機、屋内消火栓、避難器具その他消

防設備に係る消防法に基づく点検 (年2回)の委託 

  非常通報装置保守委託 
自動火災報知機と連動した緊急通報装置の機能

維持に係る点検委託（製造メーカー保守）  

  昇降機および給食用ダムウェーター  

保守管理 

乗用および給食運搬用エレベーターの安全性担

保および機能維持のための保守点検委託  

  浄化槽保守管理 浄化槽の機能維持のための保守点検委託  

  浄化槽清掃   浄化槽内汚泥の汲み取り（年 2回） 

  浄化槽水質検査  浄化槽法第11条に基づく水質検査（年 1回） 

  水泳プール循環浄化装置保守  学校水泳プール濾過装置の使用前･後の保守点検 

  水道貯水槽清掃（※） 受水槽および高架水槽の清掃  

  簡易専用水道管理検査 
受水槽・高架水槽を介して各階に給水する水道設

備の管理状況に関する検査  

※印は、旧寺尾南小学校校舎を含む。  

 

９ 寺尾中学校セミナーハウス利用状況  
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寺尾中学校内に設置された集団宿泊研修施設であるセミナーハウスを開放し、人間性

豊かな児童生徒等の育成を図った。  

・利用者数 延べ488人 

 

 教育政策担当   

 

１ 栃木市教育委員会だよりの発行  

  教育委員会としての役割を明確にし、教育委員会の会議や活動内容を広く市民に広報

するため、「栃木市教育委員会だより」を作成、発行した。  

 「栃木市教育委員会だより」  

発行 広報とちぎ折込（10月、3月） 

形式 Ａ4判 

発行部数 各51,500部（全戸配布） 

 

２ 学校適正配置の検討 

(1) 栃木市立小中学校適正配置に関する懇談会の開催  

平成 25 年度に実施した市内中学校区ごとの意見交換会での課題を整理するため学

識経験者、自治会代表、保護者代表及び小中学校の代表等からなる栃木市立小中学校

適正配置に関する懇談会を延べ 3 回開催した。 

(2) 栃木市立小中学校学区審議会の設置  

  上記懇談会において整理した課題をもとに 2 月に栃木市立小中学校学区審議会を設  

置し、教育委員会から市内小中学校の適正配置についての具体的な内容、方法等が諮問  

された。 

(3) 小規模特認校制度の推進  

通学区域外からの児童の入学、転入学を認める小規模特認校制度を導入し、小規模  

校の児童数増加及び活性化を図った。  

大宮南小学校、国府南小学校、真名子小学校に加えて小野寺北小学校が平成 27 年度

より児童の受け入れを開始するため、推進委員会を設置した。  

 

 


